
コーチャンフォー釧路文化ホール〈大ホール〉
（釧路市民文化会館）釧路市治水町12-10 ※当日券は各席とも一般料金の

　500円増しとなります。
※車椅子席のご購入はコーチャンフォー
　釧路文化ホール（釧路市民文化会館）
　へご予約ください。
※未就学児入場不可

歌舞伎観劇の
強い味方

直接購入
▶コーチャンフォー釧路文化ホール〈釧路市民文化会館〉（TEL.0154-24-5005）
▶釧路市生涯学習センター（TEL.0154 -41 -8181）
▶コーチャンフォー釧路店プレイガイド（TEL.0154 -46 -3303）
▶日専連釧路本店・文苑支店（TEL.0154 -37 -2000）、
　根室支店（TEL.0153 -22 -2000）、中標津支店（TEL.0153 -77 -9611）

（パソコン・携帯・スマートフォン共通）［パソコン］
［ 携   帯 ］

チケットぴあチケット Web 松竹

Pコード予約（24時間受付、発売初日のみ午前10時より）
Pコード予約
494-035

チケットぴあ

インターネット
予約

電話予約 0570-02-9999
http://t.pia.jp/

http://www.ticket-web-shochiku.com/pc/
http://www.ticket-web-shochiku.com/

音声解説

当日ロビーにて貸出（有料）

（24時間受付）

令
和
元
年7 4月 日

［木］
SS席 10,000円・S席 8,000円・A席 6,000円・B席 3,000円・車椅子席 6,000円

※当日は混雑が予想されますので
　公共交通機関でお越しください。

※料金はすべて税込となっております。

主催／（一財）くしろ知域文化財団　共催／釧路市教育委員会、（一財）釧路市民文化振興財団　
後援／北海道教育庁釧路教育局、釧路市、北海道新聞釧路支社、釧路新聞社、エフエムくしろ　協力／日専連釧路
お問い合わせ：（一財）くしろ知域文化財団 TEL.0154-65-7000（午前9時～午後5時・土日祝休）

◎昼の部 時 分開演13 30
◎夜の部 時 分開演18 00

料 金

会
場

開　  場
各45分前
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※�6/30㊐ 東京都江戸川区 江戸川区総合文化センター
※�7/1 月 神奈川県綾瀬市 綾瀬市オーエンス文化会館
※� 2 火 東京都北区 北とぴあ�さくらホール
※� 4 木 北海道釧路市 コーチャンフォー釧路文化ホール（釧路市民文化会館）
※� 6 土 北海道札幌市 札幌市教育文化会館
※� 8 月 青森県青森市 リンクステーションホール青森（青森市文化会館）
※� 9 火 岩手県北上市 北上市文化交流センター　さくらホール

♦公演日程 ※公文協主催公演 ※� 10 水 山形県山形市 山形市民会館
※� 11 木 宮城県仙台市 東京エレクトロンホール宮城
13 土

秋田県鹿角郡 明治の芝居小屋「康楽館」
14㊐

※� 15月 福島県福島市 とうほう・みんなの文化センター（福島県文化センター）
※� 17 水 新潟県新潟市 新潟県民会館
※� 18 木 埼玉県熊谷市 熊谷文化創造館さくらめいと
※� 19 金 群馬県高崎市 群馬音楽センター
20 土 富山県富山市 富山県民会館

※� 21㊐ 石川県金沢市 石川県立音楽堂　邦楽ホール
※� 23 火 福井県越前市 越前市文化センター
※� 24 水 滋賀県大津市 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
※� 25 木 岐阜県岐阜市 岐阜市民会館
※� 26 金 愛知県春日井市 春日井市民会館
※� 27 土 愛知県豊橋市 穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ
※� 29 月 東京都練馬区 練馬文化センター
※� 30 火 埼玉県越谷市 サンシティ越谷市民ホール（越谷コミュニティセンター）
※� 31 水 神奈川県横須賀市 よこすか芸術劇場

　
大
坂
で
人
気
の
相
撲
取
り
濡
髪
長
五
郎（
白
鸚
）は
、
恩
人
を
救
う
為
に
人
を

殺
め
て
し
ま
い
、母
お
幸（
幸
雀
）の
も
と
を
訪
ね
て
来
ま
す
。わ
が
子
と
の
久
々

の
再
会
を
喜
ぶ
お
幸
で
し
た
が
、
そ
こ
へ
家
主
で
あ
る
義
理
の
息
子
、
与
兵
衛

（
幸
四
郎
）が
帰
っ
て
き
ま
す
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
父
の
跡
を
継
ぎ
代
官
に
取
り

立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
与
兵
衛
の
初
仕
事
は
、
長
五
郎
を
捕
縛
す
る
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
長
五
郎
と
お
幸
が
実
の
親
子
で
あ
る
と
気
づ
い
た
与
兵
衛
は
、
お

幸
の
気
持
ち
を
察
し
、
長
五
郎
を
落
ち
延
び
さ
せ
る
の
で
し
た
。

　
実
子
と
義
理
の
息
子
の
間
で
苦
し
む
お
幸
と
、
そ
の
気
持
ち
を
察
す
る
二
人

の
息
子
、
そ
し
て
与
兵
衛
の
女
房
お
早（
高
麗
蔵
）。
月
明
か
り
の
差
し
込
む
引

窓
を
巧
み
に
使
い
な
が
ら
、
お
互
い
を
気
遣
う
人
々
の
苦
悩
と
情
愛
を
描
い
た

情
緒
溢
れ
る
義
太
夫
狂
言
の
名
作
で
す
。

　
裃
か
み
し
も
す
が
た
姿
の
俳
優
が
舞
台
に
並
び
、
皆
様
に
二
代
目
松
本
白
鸚
、
十
代
目

松
本
幸
四
郎
の
襲
名
披
露
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
華
や
か
な
一
幕
で
す
。

　
浪
人
の
与
右
衛
門（
幸
四
郎
）と
腰
元
の
か
さ
ね（
猿
之
助
）は
、
道
な
ら
ぬ
恋

の
果
て
に
心
中
を
約
束
し
た
仲
で
し
た
が
、
与
右
衛
門
は
土
壇
場
で
逃
亡
。
追

っ
て
き
た
か
さ
ね
と
木
下
川
の
堤
で
再
会
し
ま
す
。
川
面
に
流
れ
て
き
た
髑ど
く

髏ろ

に
刺
さ
っ
た
鎌
を
与
右
衛
門
が
引
き
抜
く
と
、
美
し
い
か
さ
ね
の
顔
が
、
見
る

も
恐
ろ
し
い
形
相
に
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
与
右
衛
門
が
行
っ
た
悪
事
の
因
果
。

実
は
、
与
右
衛
門
は
か
さ
ね
の
母
と
密
通
し
、
義
父
を
殺
し
て
い
た
の
で
す
。

与
右
衛
門
は
義
父
を
殺
し
た
鎌
で
か
さ
ね
を
殺
し
ま
す
が
、
今
度
は
そ
の
怨
念

が
与
右
衛
門
を
襲
う
の
で
し
た
。

　
色
模
様
か
ら
壮
絶
な
殺
し
場
に
至
る
ド
ラ
マ
性
に
満
ち
た
怪
談
舞
踊
を
、

猿
之
助
の
か
さ
ね
、
幸
四
郎
の
与
右
衛
門
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
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三
、

清
元
連
中

か

さ

ね

中
嶋
正
留
　
美
術

大
おおたにひろたろう

谷廣太郎 市
い ち か わ こ ま ぞ う

川高麗蔵市
いちかわえんのすけ

川猿之助 松
まつもときんご

本錦吾
松本幸四郎改め

松
まつもと

本白
はくおう

鸚
市川染五郎改め

松
まつもとこうしろう

本幸四郎
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